
 

高
市
早
苗
首
相
は
２
３
日
に
召
集
さ
れ
た
通
常
国
会
冒
頭
に
衆
院
を

解
散
し
ま
し
た
。
何
の
た
め
に
選
挙
を
や
る
の
か
。
何
一
つ
大
義
を
語
れ

な
い
ま
ま
、
「
統
一
協
会
と
の
関
係
」
や
「
政
治
と
カ
ネ
」
を
巡
る
疑
惑
か
ら

逃
げ
る
た
め
に
急
き
ょ
選
挙
に
走
り
、
国
民
の
暮
ら
し
を
お
き
ざ
り
に

し
、
地
方
自
治
体
に
過
大
な
負
担
を
押
し
つ
け
る
―
。
ま
さ
に
究
極
の
“
自

己
都
合
解
散
”
で
す
。
短
期
間
の
選
挙
で
す
が
、
「
選
挙
に
行
っ
て
政
治
を

変
え
よ
う
」の
対
話
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

    

大
義
語
れ
な
い
高
市
首
相 

 

高
市
政
権
の
政
策
に
つ
い
て
信
を

問
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
「
国
会
の

場
で
正
々
堂
々
と
議
論
を
尽
く
し
て

信
を
問
う
の
が
当
た
り
前
で
す
。
経

済
政
策
で
も
外
交
で
も
、
「
政
治
と

カ
ネ
」
、
統
一
協
会
と
の
癒
着
で
も

通
常
国
会
で
の
論
戦
に
耐
え
ら
れ
な

い
と
い
う
行
き
詰
ま
り
の
下
で
早
期

の
解
散
・
総
選
挙
に
打
っ
て
出
て
、

政
権
の
延
命
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
選
挙
で
多
数
を
得
れ
ば
「
高

市
首
相
が
信
を
得
た
と
い
っ
て
、

『
戦
争
国
家
づ
く
り
』
な
ど
危
険
な

政
治
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
の
解

散
・
総
選
挙
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。 

新
聞
各
紙
も
疑
問
・
批
判 

「
国
民
よ
り
首
相
の
自
己
都
合
優

先
、
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
解
散
」
（
朝

日
）
、
「
予
算
先
送
り
、
国
民 

民
お
き
ざ
り
か
、
予
算
審
議
を
先

送
り
す
る
の
は
自
己
矛
盾
」
（
中

国
）
「
支
持
率
が
高
い
う
ち
に
、

国
会
審
議
で
ぼ
ろ
が
出
ぬ
う
ち

に
、
衆
院
選
を
行
っ
て
議
席
を
増

や
し
た
い
。
そ
ん
な
自
己
都
合
と

党
利
党
略
が
あ
か
ら
さ
ま
で
あ

る
」
（
京
都
新
聞
）
等
、
ほ
と
ん

ど
の
新
聞
各
紙
は
今
回
の
事
態
に

否
定
的
な
論
調
で
す
。 

 

首
長
が
「
解
散
」
に
緊
急
声
明 

 

東
京
都
内
と
神
奈
川
県
内
の
自

治
体
の
首
長
計
５
人
が
緊
急
声
明

を
出
し
た
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
ま
で
の
日
程
が
短
く
、
「
自

治
体
の
選
挙
実
務
は
翻
弄
（
ほ
ん

ろ
う
）
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

年
度
内
に
成
立
せ
ず
に
暫
定
予
算

と
な
れ
ば
、
「
（
自
治
体
の
）
予

算
執
行
に
制
約
が
生
じ
、
自
治
体

運
営
に
も
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
」

と
懸
念
を
示
し
ま
し
た
。  

 
 

  自治体職員はすでに限界！ 

 年度末の通常業務に加え、経済対策（商品券など）

の追加負担、選挙実務の集中。複数業務の同時進行に

よる極端な長時間労働、ミスが許されない業務の連続

による精神的圧迫… 現場を追い詰める政治はもう限

界だ…「働いて、働いて、働いて…」過労死ラインを

超える働き方は許されない。住民生活を犠牲にする解

散など認められない。大儀なき解散は許されない。現

場の声が届く政治への転換を求めます。 

     （広島県労連の組合員の声より） 

１月２４日に開催した県労連第７３回評議委員会で「選挙

に行って政治を変えよう」とアピールしました。 



 

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
・国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
・
広
島
県
原
水
協
の
呼
び
か

け
で
「
大
儀
な
き
自
己
都
合
解
散
に
審
判
を
、
選
挙
に
行
っ
て
こ
ん
な
政
治
実
現
し

た
い
」の
緊
急
宣
伝
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
１
月
２
１
日
に
八
丁
堀
交
差
点
で
行
い
ま

し
た
。
緊
急
の
行
動
に
も
関
わ
ら
す
４
０
名
が
参
加
し
、
「
大
軍
拡
で
な
く
、
国
民

生
活
優
先
の
政
治
を
」と
声
を
上
げ
ま
し
た
。 

主
権
者
は
私

た
ち

国

民
、
医
療
福
祉
守
る
政

治
を 

 

自
民
党
は
、
こ
れ
ま
で

「
社
会
保
障
の
た
め
」
と

称
し
て
増
税
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
財
源
が
本
当
に
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
て
き
た

で
し
ょ
う
か
。
医
療
・
福

祉
の
現
場
で
も
コ
ロ
ナ
禍

で
命
を
削
っ
て
働
い
て
国

民
の
い
の
ち
を
守
っ
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医

療
従
事
者
の
賃
金
は
据
え

置
か
れ
、
仲
間
は
疲
弊

し
、
離
職
が
相
次
で
い
ま

す
。
命
を
守
る
立
場
か

ら
、
戦
争
に
反
対
し
ま

す
。
核
兵
器
を
容
認
す
る

よ
う
な
政
治
に
、
未
来
を

託
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
い
ま
必
要
な
の
は
、

政
権
の
延
命
で
は
な
く
、

暮
ら
し
と
平
和
を
守
る
政

治
で
す
。
こ
の
国
の
未
来

を
、
命
と
平
和
を
大
切
に

す
る
方
向
へ
と
、
私
た
ち

自
身
の
手
で
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
、
主
権
者
は
私

た
ち
国
民
で
す
。
決
め
る

の
は
わ
た
し
た
ち
で
す
。 

（
医
労
連
・
煙
崎
さ
ん
） 

 

軍
事
費
を
削
っ
て
、
教

育
、
く
ら

し
、
医
療
、

福
祉
に
予
算
を 

 

私
た
ち
教
職
員
の
誓
い

は
、
「
教
え
子
を
再
び
戦

場
へ
送
る
な
！
」
で
す
。

こ
の
言
葉
を
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
切
実
感
を
も
っ
て
語

る
時
代
が
来
よ
う
と
は
。

10

年
前
は
、
ほ
ぼ
同
じ

だ
っ
た
軍
事
予
算
と
文
教

予
算
が
、
文
教
予
算
は
据

え
置
か
れ
、
軍
事
予
算
は

倍
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
て

い
ま
す
。
不
登
校
や
子
ど

も
自
殺
が
増
え
続
け
、
先

生
の
精
神
疾
患
も
高
止
ま

り
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
解

決
す
る
施
策
を
、
こ
れ
ま

で
の
政
権
は
う
っ
て
い
ま

せ
ん
。
見
せ
か
け
の
「
働

き
方
改
革
」
で
は
、
も
う

学
校
は
も
ち
ま
せ
ん
。
県

内
22

校
を
９
校
に
統
合

し
よ
う
と
す
る
、
公
立
高

校
の
統
廃
合
も
、
国
の
施

策
が
そ
の
出
発
点
で
す
。

軍
事
費
を
削
っ
て
、
教

育
、
く
ら
し
、
医
療
、
福

祉
に
予
算
を
振
り
向
け
る

政
治
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。 

（
全
教
広
島
・
中
本
さ

ん
） 

青
年
の
願
い
を
実
現
す

る
政
治
を 

 

私
た
ち
民
青
同
盟
は
街

頭
で
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も

ら
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
使

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
青
年
と

対
話
し
て
き
ま
し
た
。

「
ど
れ
だ
け
働
い
て
も
賃

金
が
上
が
ら
な
い
」
「
物

価
が
高
く
な
り
、
ほ
し
い

も
の
が
買
え
な
い
」
「
奨

学
金
を
借
り
て
お
り
、
将

来
返
せ
る
か
不
安
」
「
戦

争
が
起
き
そ
う
で
怖
い
」

青
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

や
悩
み
、
願
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
青
年
の

願
い
を
実
現
す
る
政
策

を
、
明
確
な
財
源
と
と
も

に
提
案
す
る
候
補
者
や
政

党
に
投
票
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
最
低
賃
金
を
上

げ
る
の
か
、
消
費
税
を
下

げ
る
の
か
、
物
価
高
対
策

を
ち
ゃ
ん
と
す
る
の
か
、

学
費
や
奨
学
金
を
支
援
す

る
の
か
、
戦
争
が
起
き
な

い
よ
う
に
外
交
で
努
力
す

る
の
か
、
そ
し
て
、
憲
法

を
守
り
活
か
す
の
か
。
受

験
生
を
は
じ
め
、
青
年
の

願
い
を
実
現
す
る
政
治
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

（
民
青
・
千
葉
さ
ん
） 

 

消

費

税

は
一

律

５
％

に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は

即
時
に
廃
止 

 
高
市
首
相
は
、
今
回
の

総
選
挙
で
国
民
に
信
を
問

う
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、

食
料
品
に
係
る
消
費
税
を

２
年
間
、
ゼ
ロ
％
に
す
る

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
私

の
知
る
限
り
、
消
費
税
減

税
に
向
け
た
最
大
の
抵
抗

勢
力
だ
っ
た
の
が
自
民
党

で
す
。
自
民
党
が
消
費
税

減
税
に
か
じ
を
切
る
の
な

ら
ば
、
解
散
な
ど
せ
ず
、

通
常
国
会
で
の
予
算
審
議

を
通
じ
て
消
費
税
減
税
に

向
け
た
議
論
を
尽
く
す
べ

き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
食
料
品
の
消
費
税
ゼ

ロ
で
は
、
外
食
は

10

％

の
ま
ま
で
す
。
飲
食
店
で

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
消
費
税

は
８
％
で
す
。
食
料
品
ゼ

ロ
税
率
で
は
消
費
税
率
が

３
つ
に
な
り
、
小
規
模
企

業
・
家
族
経
営
者
を
苦
し

め
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を

存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
は
行
き
過
ぎ

た
大
企
業
・
富
裕
層
へ
の

減
税
を
見
直
し
、
消
費
税

は

一

律

5

％

に

減

税

し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は

即
時
に
廃
止
、
消
費
税
は

将
来
的
に
は
廃
止
を
実
現

す
る
政
治
を
。 

（
県
民
商
・
寺
田
さ
ん
） 

 

政
治
と
カ
ネ
に
汚
い
、

自
民
・
維
新
連
合
に
厳

し
い
審
判
を 

 

河
井
大
買
収
事
件
で

は
、
自
民
党
本
部
か
ら

１
億
５
０
０
０
万
円
が

贈
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
カ

ネ
で
政
策
が
ゆ
が
め
ら

れ
る
。
だ
か
ら
企
業
・

団
体
献
金
は
禁
止
す
る

し
か
な
い
。
自
民
党
と

連
立
を
組
ん
だ
「
維
新

の
会
」
の
脱
法
的
国
保

逃
れ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。 

１／２１ 「大義なき、解散総選挙に審判

を」アピール行動。 



を
強
く
し
て
い
ま
す
。
呉

の
日
鉄
跡
地
を
防
衛
拠
点

施
設
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
中
国
地
方
・
全
国

の
自
衛
隊
基
地
が
巨
大
化

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
二

〇1

五
年
、
当
時
の
安
倍

政
権
は
、
憲
法
違
反
の
安

保
法
制
を
強
行
採
決
し
ま

し
た
。
高
市
首
相
は
、
安

保
法
制
を
改
悪
し
て
、
国

是
の
非
核
三
原
則
を
見
直

す
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

「
台
湾
有
事
」
で
「
存
立

危
機
事
態
」
に
な
れ
ば
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
し
、

自
衛
隊
が
参
戦
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で

想
定
し
て
い
る
こ
と
に
背

筋
が
凍
る
思
い
で
す
。
み

な
さ
ん
、
「
軍
拡
か
軍
縮

か
」
に
真
ん
中
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
安
保
法
制
は
憲

法
違
反
か
合
憲
か
」
に
真

ん
中
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
戦
争
か
平
和
か
」
に
真

ん
中
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

民
の
た
め
に
ブ
レ
ず
に
は

た
ら
く
政
党
を
選
び
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
戦

争
も
核
の
な
い
日
本
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
新
日
本
婦
人
の
会
・
村

上
さ
ん
） 

 

日
本
を
戦
争
す
る
国
に
さ

せ
な
い
闘
い 

 

11
年
前
の
二
〇1

五
年
、

「
安
保
法
制
反
対
」
で
大
き

く
広
が
っ
た
「
野
党
は
共

闘
」
の
声
、
そ
の
後
の
選
挙

戦
で
の
協
力
関
係
。
「
市
民

と
野
党
の
共
闘
」
に
集
ま
っ

た
草
の
根
の
人
々
は
、
自
民

党
政
治
を
変
え
よ
う
と
努
力

し
、
今
日
の
自
民
党
過
半
数

割
れ
の
結
果
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
立
憲
民
主
党
は

コ
ロ
リ
と
変
え
て
、
安
保
法

制

は
「
違

憲
」
か

ら
「
合

憲
」
に
転
換
で
す
。
何
が
改

革
か
、
自
民
党
へ
の
す
り
寄

り
が
中
道
な
の
か
、
立
憲
民

主
党
は
そ
れ
で
恥
ず
か
し
く

な
い
の
か
、
彼
ら
の
罪
は
大

変
重
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
原
爆
投
下
の
被
害
を

受
け
た
私
た
ち
は
、
日
本
を

戦
争
す
る
国
に
さ
せ
な
い
闘

い
に
負
け
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
黒
い
雨
第
２
次
訴
訟
・
岡

久
さ
ん
） 

禁
止
条
約
へ
参
加
す
る
政
府

を 

 

日
本
政
府
は
、
い
ま
だ
に

核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し

て
い
ま
せ
ん
。
被
爆
者
は
、

日
本
政
府
が
戦
争
被
爆
国
と

し
て
二
度
と
繰
り
返
さ
せ
て

な
ら
な
い
原
爆
の
悲
劇
を
知

「
身
の
切
る
改
革
」
と
言

い
な
が
ら
、
国
民
で
は
な

く
自
分
た
ち
の
保
険
料
を

下
げ
て
い
る
。
高
市
首
相

は
「
企
業
団
体
献
金
金
、

そ
ん
な
こ
と
よ
り
議
員
定

数
削
減
を
」
と
言
い
ま
し

た
。
切
ら
れ
る
の
は
、
不

正
を
た
だ
せ
と
頑
張
っ
て

い
る
政
党
で
あ
り
、
市
民

の
声
で
す
。
今
回
の
解

散
・
総
選
挙
、
「
大
義
な

し
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
解

散
・
総
選
挙
に
な
っ
た
以

上
、
政
治
と
カ
ネ
に
汚

い
、
自
民
・
維
新
連
合
に

厳
し
い
審
判
を
下
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
河
井
疑
惑
を
質
す
会
・

山
根
さ
ん
） 

 

戦
争
も
核
の
な
い
日
本
に

し
て
い
き
た
い 

 

今
回
の
選
挙
で
「
戦
争

を
止
め
た
い!

」
そ
の
思
い

り
な
が
ら
核
兵
器
禁
止
条
約

に
背
を
向
け
る
こ
と
は
許
せ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
国
是
で
あ

る
非
核
三
原
則
で
あ
る
「
核

を
作
ら
な
い
、
持
た
な
い
、

持
ち
込
ま
せ
な
い
」
こ
と
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
官
邸
幹
部
の
非
核
三
原

則
見
直
し
発
言
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
今
度
の
選
挙
で
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

と
非
核
３
原
則
を
守
り
抜
く

政
党
や
議
員
を
国
会
に
多
数

送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い

平
和
な
社
会
の
実
現
向
け
て

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

（
広
島
県
被
団
協
・
佐
久
間

さ
ん
） 

 

自
治
体
が
払
う
犠
牲
は
こ
れ

ま
で
に
な
く
大
き
い 

 

今
回
の
「
大
儀
」
な
い
衆

議
院
の
解
散
総
選
挙
に
は
自

治
体
現
場
に
は
過
度
な
負
荷

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
複
数

の
自
治
体
の
首
長
が
緊
急
声

明
も
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
期
自
治
体
は
新
年
度
当
初

予
算
の
編
成
作
業
の
真
っ
た

だ
中
で
、
最
も
業
務
が
集
中

す
る
月
で
す
。
ま
し
て
、
今

年
度
は
、
国
の
物
価
対
策
給

付
事
務
も
重
な
る
中
で
の
選

挙
業
務
と
重
な
り
ま
す
。
選

管
担
当
職
場
は
超
短
期
の
選

挙
事
務
に
追
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
当
該
職
員
の
健
康
や

生
活
に
さ
ら
に
大
き
な
負
担

や
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
に
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
選

挙
に
よ
り
自
治
体
が
払
う
犠

牲
は
こ
れ
ま
で
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
く
、
そ

れ
と
引
き
換
え
に
す
る
に
は

「
大
義
」
は
あ
ま
り
に
空
虚

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち

の
国
を
任
せ
る
に
値
す
る
議

員
を
選
べ
る
よ
う
、
し
っ
か

り
吟
味
し
、
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
。 

（
広
島
自
治
労
連
・
中
石
さ

ん
） 

  新党「中道」の結成は 

  高市暴走政権の対抗力になるのか？  

 突然の解散・総選挙の動きの中で突如結成された立憲民

主党と公明党による新党「中道改革連合」。「右傾化がす

すむ政治状況のなかで中道主義の大きな塊をつくる」とし

ますが、高市早苗政権の暴走に対抗する勢力となりえるの

でしょうか？「中道」の政治的立場の特徴は、くらしの問

題でも、平和の問題でも、自民党政治への批判がまったく

ないことです。安保法制は、「集団的自衛権の行使に踏み

込むもので、日本が武力攻撃されていなくても米国の戦争

に日本が参戦するもの」で明らかに憲法違反ですが、これ

を容認する方向を示しました。また、原発再稼働も「安全

性が確実に確認され」などと条件をつけているものの容認

しています。「中道」が自民党政治を変える力にならない

のは明らかではないでしょうか。  

上記QRコードから発言

の全文を読むことができ

ます。 

上記QRコードから当日の行

動動画が視聴できます。 

「禁止条約に参加する政府を」 

佐久間被団協理事長 



小選挙区は「候補者の名前」で 

比例代表は「○○○党」と政党名を書きます。 
衆議院比例代表は政党名で投票します。（個人名を書くと無効） 

①県労連が発信する選挙にかかわる情報（Xやライン等）を可能な限 

 り拡散し、選挙に行って政治を変えようの対話を広げましょう。 

②「県労連選挙特集号」等を活用して、学習をすすめましょう。 

③すべての働く仲間に投票に行くことを呼びかけましょう。 

 【総選挙で労働者の要求が実現する政治への転換をめざす全労連アピール】 

   完全に行き詰った自民党政治に別れを告げ 

       国民生活本位の新しい政治へ転換を 
 

（１）高市首相は、1月23日召集予定の「第220回通常国会」の冒頭において、衆議院を解散する意向を示 

 しています。総選挙になれば、日程は1月27日告示・2月8日投開票との見方が有力視されています。 

 通常国会の最優先課題は、国民生活に関わる新年度の予算成立です。冒頭で衆議院が解散されて総選 

 挙はない」と言った舌の根も乾かないうちに、年度内の予算成立を困難にしてまで高市首相が総選挙を急 

 ぐのは、支持率が高いうちに選挙にうって出ようという「党利党略」以外の何物でもありません。 

 

（２）ベネズエラ攻撃など無法の限りを尽くす米トランプ政権への態度、「台湾有事」発言で悪化する日中関 

 係への対応、高市首相自身も含む旧統一協会と自民党との癒着問題、維新の議員による「国保料逃れ」問 

 題など、国会で追及されるとまともに答弁できない問題が山積です。国会の審議でボロを出す前に解散し 

 ようという姑息な手段です。 

  高市政権は発足後わずか３か月足らずで国会論戦に耐えられないほど行き詰ったということです。総選 

 挙は高市政権を終わらせる絶好の機会でもあります。 

 

（３）立憲民主党と公明党が両党の衆院議員で構成する新党「中道改革連合」の結成を発表しました。同党 

 の基本政策には自民党との対決姿勢が見られないうえに「安保法制合憲」「原発再稼働容認」とあり、立憲 

 民主党が結党の原点としてきた「原発ゼロ」や「安保法制の違憲部分の廃止」が放棄されてしまいました。 

 「立憲主義」を掲げ、かつては野党共闘の一翼を担ってきた立憲民主党の存在意義が問われています。 

 

（４）全労連は、26春闘で「物価高騰を上回る大幅賃上げ」「ケア労働者の処遇改善」「全国一律最低賃金実 

 現、今すぐ1700円、めざせ2000円以上」「労働働時間上限規制と働くルール確立」「戦争する国づくり阻 

 止」「憲法擁護・非核三原則堅持」など諸要求を掲げてたたかっています。要求実現を阻んでいるのはアメ 

 リカいいなり・財界奉仕の自民党政治であり、政治を変えることが求められています。 

  総選挙は政治を変えるチャンスであると同時に、要求実現の絶好のチャンスでもあります。選挙期間中の 

 「対話と学びあい」を通じて私たちの要求に対する各政党・候補者の態度を明らかにし、政治を変えて要求 

 を実現するために、すべての働く仲間に投票に行くことを呼びかけるものです。 

 

                                    2026年1月22日 全労連第68回評議員会 


